
指導方法等の改善計画について 〔国語科〕             呉市立呉中央 中学校 
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【課題１】 グラフや表などの資料から分かる内容を説明する学習活動を行う。グラフや表などの資料から複数

の情報を読み取り，その中から自分に必要な情報を吟味して表現に生かしていけるようにしていく。その際，様々

な形態の資料に出会わせるようにする。資料を読み解く際のポイントを理解し，国語だけでなく様々な場面で活

用できる力を身に付けさせる。 

【課題２】 漢字の継続的な練習や書き取りテストを行う。また，語句の意味を理解し,文脈の中で適切に使うこ

とができるように,日々の生活の中で，その状況にふさわしい慣用句やことわざを意味を確認させて，用いる場を

設定する。 

※ 小中一貫した取組については，要点を捉え要旨を捉える問題に課題があるので，いろいろな資料を関連づけ

て読む学習を取り入れていく。 

 

 

 
 
 

【課題１】A問題で，「書くこと」の領域が県平均74.3%に対し70.8%,B問題でも

県平均32.2%、本校33.7%と低い。特に,Bの〔三〕「天地無用」という言葉を誤っ

た意味で解釈してしまう人がいる理由を書く設問の通過率が 15.7%と低かった。

１一グラフから分かることについて文章中で説明しているものとして適切なもの

を選択する設問が４８．３%と課題がある。このことから,情報を整理して内容を的

確に捉えることに課題がある。 

【課題２】A問題で，８の一の漢字「束ねる」が６８．５%，三の「せきをきる」

という慣用句の通過率が２３．６%と低い。 

 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ問題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ問題 

全国学力・学習状況調査 本年度正答率 

M/標準

M/標準

M/標準

M/標準

M/標準
書くこと

読むこと

伝国

話す・聞くこと

全国平均

県平均

本校

本校 ７４％ 
全国 ７６．１％ 
県 ７６％ 

本校  ６１％ 
全国 ６１％ 
県 ６１．２％ 

 

【課題１】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 ３年生中間テスト   ３年生期末テスト    

目標値 ３０%   ５０%    

実施後数値 ２５%   ４０%    

 
【課題２】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 ３年生中間テスト   ３年生期末テスト ３年生学年末テスト ３年生      
全国学力状況調査 

 

目標値 ６０%   ７０% ７５% ８０%  

実施後数値 ５５%   ６０% ７１% ７５%  

 

来年度に向けて 

 グラフや表，文章などの

複数の資料から根拠を見

つけ出す活動，そこから読

み取った情報を表現する

活動をより丁寧に指導す

る。そのため，表現技法な

どの知識や語彙力を高め

るために，反復的な学習を

行う。 

 

別紙４    

M/標準
M/標準
M/標準
M/標準
M/標準

書くこと

読むこと

伝国

話す・聞くこ

と

全国平均

県平均

本校



指導方法等の改善計画について 〔数学科〕                呉市立 呉中央 中学校 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【課題１】 問題解決のために見通しを立てる活動を充実させる。また, 関係式を求める問題だけを解くのでは

なく, 式とグラフの関係に着目するなど, 数学的な見方・考え方を働かせる活動を取り入れる。 

 

【課題２】 文字式を用いて解く問題を扱った後, 数値や条件を変更して, 自分で解答を再構築する活動を行う。

その際に, 条件の変更前と変更後で議論のどこが違うのか意識させる。 

 

※小中一貫した取組については, １年間を通じて計画的に重点課題について, 単元のまとめの学習をする際, 発

展問題・活用問題として幅広く学習し, 式や言葉を用いて自分で説明できる表現力を身につけさせる。重点課題

について, 職員全体で把握し, 常に次ぎにつながる学習を意識して児童生徒の指導にあたる。 

 

 

 

 

 
 
 

【課題１】 着目する必要がある数量を見いだし, それを基に連立二元一次方程式

をつくることができる。 

（A問題 設問３（４））数と式（平均正答率６２．９％） 

 問題解決のために必要な情報を選択し, その情報にある関係を式に

表すこと。 

【課題２】 発展的に考え, 条件を変えた場合について, 証明の一部を書き直すこ

とができる。（B問題 設問４（２））図形（平均正答率３２．６％） 

      条件を変更した場合に, 変更前に証明との違いを理解し, 証明に表

すこと。 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

【課題１】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法  
２年生 
中間試験 

２年生 
期末試験 

   
２年生 

学年末試験 

目標値  ５０．０％ ５５．０％    ６５．０％ 

実施後数値  ５５．４％ ６４．２％    ５６．１％ 

 
【課題２】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法  ３年生 
中間試験 

３年生 
期末試験  ３年生 

Ｈ２９「全国学力」 
３年生 

学年末試験  

目標値  ２５．０％ ３０．０％  ４０．０％ ４５．０％  

実施後数値  ４９．０％ ５０．０％  ４８．７％ ３６．３％  

 

来年度に向けて 

課題解決のために, 適切

な情報選択をすることに

ついては, 教科の見方・考

え方をより意識する。特

に, 条件を変更するとい

った課題に対応するため

には, 自身の考えを構造

化し, 他者に説明する活

動を取り入れたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校 64.0％ 
全国 66.1％ 
県 66.0％ 

本校 44.0％ 
全国 46.9％ 
県 46.0％ 

 

全国学力・学習状況調査 本年度正答率 

M/標準
M/標準
M/標準
M/標準
M/標準

図形

関数

資料の活用

数と式

全国平均

県平均

本校

Ｂ問題 Ａ問題 

M/標準
M/標準
M/標準
M/標準
M/標準

図形

関数

資料の活用

数と式

全国平均

県平均

本校
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指導方法等の改善計画について 〔理科〕                呉市立呉中央中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【課題１】問題解決の場面で，疑問を元に課題を設定し実験方法を考えさせる。その際，条件制御を厳密に行わ

せ，「変える条件」と「変えない条件」を明確にする。 

 

【課題２】原子や分子についての知識を定着させ，立体模型を使って化学変化を表すことにより，化学変化前後

で「原子の種類と数」は変化しないことを体験させたい。そして，モデルで表す活動を繰り返し行い定着を図る。 

 

※小中一貫した取り組みについては，実験の中で「変える条件」や「変えない条件」を意識させ，実験結果を比

較させる指導を充実させる。 

 
 
 

【課題１】蒸発と湿度に関する知識と，問題解決の知識・技能を活用して，植物 

を入れた容器の中の湿度が高くなる蒸散以外の原因を指摘する問題において，正

答率が１８．０％と低く，無答率が１４．６％と高くなっている。 

 

【課題２】化学変化の前後で，「原子の種類と数」は変化しないという知識と，化

学変化を原子や分子のモデルで表す知識・技能を活用して，ガスバーナーの炎が

赤いときの化学変化を表したモデルを検討して改善し，原子や分子のモデルで説

明することに課題があり，無答率が１３．５％である。 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

【課題１】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法  
３年生 
中間試験 

３年生 
期末試験 

 ２年生課題試験  
２年生 

学年末試験 

目標値  ６５％ ６５％  ７０％  ７０％ 

実施後数値  ５７％ ３７％  ５８％  ５８％ 

 
【課題２】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 ２年生 
課題試験    ２年生 

課題試験 
３年生 
全国学力  

目標値 ７０％    ７０％ ８０％  

実施後数値 ３９％    ３２％ ６６％  

 

来年度に向けて 

 実験では，課題を解決

するために何を調べれば

よいかを確認し，どのよ

うに条件制御すればよい

か考えさせる場面を多く

取り入れる。知識の定着

度を確認した上で，反復

的な学習を行い，再度，定

着を確認し，定着を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校 66.1％ 
全国  66 ％ 
県  62 ％ 

全国学力・学習状況調査 本年度正答率 

M/標準
M/標準
M/標準
M/標準
M/標準

化学

生物

地学

物理

全国平均

県平均

本校
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新聞を読んでいますか。 

一ヶ月に何冊くらい本を読んでいますか。 

 
２ 質問紙調査 （「基礎・基本」定着状況調査             ：生徒質問紙調査） （全国学力・学習状況調査：生徒質問紙調査） 

（１）生活・学習  

 

 
生徒の回答についての 

課題（現状値） 
今後の具体的な取組の内容 

学

年 
目標値 検証方法 

検証 

時期 

実施

数値 

現状値から

の伸び 

基
礎
・
基
本 

１か月に何冊くらい本を読ん

でいますか。読んでいない

（17.5％）１～3冊(52.5％)と読

書週間が定着していない。 

朝読書での委員会の呼びかけの徹

底や1分間スピーチでのお勧め本の

紹介を行う。 

２ 合 計 値

50 ％ 以

下 

生徒アンケート

実施 

２月 合計値 

65.1％ 
4.9％ 

全 

国 

新聞を月に１～３回読んでいる 

（１６．９％），ほどんと・全く読まな

い（６２．９％）生徒の割合が高い。 

朝読書で新聞記事を扱うコラム曜日

の取組を継続する。また帰りの会には,

新聞記事より話題を選び，１分間スピ

ーチを行う。 

３ 合計値 

６０．０％

以下 

生徒アンケート 

 

１月  

合計値 

58.5% 

 

 

 

21.3% 

 

 

（２）教科  

 

 

 

 

 

 

 

 

ら

 

  
生徒の回答についての 

課題（現状値） 

授業改善の方向性や 

具体的な取組 

学

年 
目標値 検証方法 

検証 

時期 

実施

数値 

現状値から

の伸び 

国 

 

語 

基
礎
・
基 

「国語の授業の中で，学んだことの

振り返りをしています。」の肯定的回

答は５３．８％であり，振り返りに課

題がある 

学び方の方法を確認したり新たな視点

の発見につなげたりする振り返りの時

間を確保する。 

２ ６５％ 
生徒アンケート

の実施 
２月 62％ 8.2％ 

数 

 

学 

基
礎
・
基 

数学の授業では，式が何を表し

ているのかを考えたり，式に当

てはまる問題を作ったりしてい

ます。（50.0％）  

文章問題での，問題文でのキーワードの

線引きや言葉の式で表す指導や式を提

示し，数量関係を言葉で示す課題を提示

していく。 

２ ６０％ 
生徒アンケート

の実施 
２月 62％ 12％ 

全 

国 

数学の授業で学習したこと

を普段の生活の中で活用で

きないか考えている。

（45.0%） 

課題発見・解決学習を意図した単元

計画を作成し, 普段の生活の中に潜

む課題を, 数学的な見方・考え方を

働かせることで解決させていく。 

３ ６０％ 
生徒アンケート

の実施 
２学期末 69% 24% 

理 

 

科 

基
礎
・
基
本 

「理科の授業では，自分の考えをまわりの

人に説明したり発表したりしています。」

の肯定的回答は42.7%であり，自分の考え

を発表する活動に課題がある。 

班での話し合いを行うときに，あらかじめ予

想をたてるなど自分の考えをワークシート

などに書かせておき，その考えを元に話し合

いを行うようにする。 

２ ６５％ 
生徒アンケート

の実施 
２月 47％ 4.3％ 

全 

国 

「理科の授業の内容はよく分かりま

すか。」の肯定的回答は 56.2%であ

り，とても低い。 

授業のめあてとまとめを丁寧に行い，１時間

の授業の中で何が分かったかを明確にさせ

る。 

３ ６０％ 
生徒アンケート

の実施 
２月 87％ 

30.8

% 

英 

 

語 

基
礎
・
基
本 

英語の授業では,自分の考えや気持

ち,事実などを英語で話しています。

（５０％） 

毎時間,ペアを作り,その日のテーマを決めて,

つなぎの言葉などを取り入れて,できる限り

会話を続ける取り組みを行う。最初は１分以

上からスタートし,3分以上を目標とする。 

２ ６５％ 

毎日の自己評価

と,アンケート調

査を実施する。 

２学期末 

と３学期

末 

71.6% 

80% 
21,6% 

30% 

数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いている。 

英語の授業では，自分の考えや気持ち，事実などを英語で話しています。 

国語の授業の中で，学んだことの振り返りをしています。 

理科の授業の内容はよく分かりますか。 
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